
総合政策部 地域創生推進課
滋賀県 湖南市

湖南市の地方創生の
取り組み



湖南市の概要について

▶大阪⇔名古屋間100ｋｍ圏内

▶国道１号沿いで、栗東IC・竜王IC、

国道８号にもアクセスが良い
※人・物流（データ含）の拠点として、
産業団地開発や企業誘致が活発化している

湖南市
面積：7,040ha
人口：54,592人（2023/1/1現在）

01．広域交流拠点のまち



湖南市の概要について

中央に琵琶湖に注ぐ最大天然
河川の野洲川、付近に美しい
田園風景が広がる

南北に阿星と岩根山系が広がり、
国宝寺院の湖南三山がある
（長寿寺・常楽寺・善水寺）

02．水と緑に囲まれたまち



湖南市の概要について

03．工業のまち
県内最大の湖南工業団地（291ha）

５つの工業団地がある
（クボタ、ＴＯＴＯ、三菱自動車、
カルビー、大塚食品の製造工場など
が立地）

例）鉄鋼業,輸送用機械器具製造業の付加価値額が
県内１位 ※平成26年経済センサス活動調査



湖南市の概要について

江戸時代から続く近江下田焼、

近江一閑張、酒蔵・蔵元
（北島酒造・竹内酒造）

04．伝統文化のまち
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湖南市の概要について

「社会福祉の父」糸賀一雄の
近江学園、障害者自立支援法
のモデル「発達支援システム」

05．福祉のまち
外国人の居住割合が
県内ダントツで１位

06．多文化共生のまち

さりげない支えあいのまちづくり【シュタッ
トベルケ構想】を提案し、ＳＤＧｓ未来都市
に県内市町で初めて選定

07．SDGs推進のまち NEW
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湖南市の魅力を高め、可能性を探求する地方創生の取り組み

Ⅰ．湖南市きらめき・ときめき・元気創生まちづくり計画
人口減少に歯止めをかけ、「若々しいまち」を実現するために、６つの事業に

取り組んでいます
ⅰ．安定した雇用を創出する：若者が学びを生かして働ける職場の確保
ⅱ．新しいひとの流れをつくる：関係人口になるきっかけや環境づくり
ⅲ．若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
ⅳ．時代にあった地域づくり
ⅴ．誰もが活躍できる社会をつくる：誰もが居場所と役割を持ち、活躍でき

る地域社会を創出
ⅵ．安心して暮らせる住環境整備：子ども・若者・子育て世代・高齢者・障

がい者・外国人等の誰もが暮らしやすい魅力的なまちづくりを推進

Ⅱ．湖南市ＳＤＧ未来都市計画
「自分たちのまちは自分たちでつくる」を基本理念に、
若者が継続的にまちづくりに参画できる仕組みづくり
等に取り組んでいます
☆地域が主体となった持続可能なまちの創造
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こなんSDGsカレッジ2023
－若者が主体的に継続してまちづくり活動に参画できる場＜Third Place＞を構築－
地域未来のキーパーソンとなる中学生・高校生・大学生と、地域課題を解決するコーディネーターとなる
湖南市若手職員を育成すると共に、地域に根ざした若者の育成サイクルや人的ネットワークを形成する。
そして、ロールモデルの若者達が主体となり、持続可能なまちづくり活動を展開する。

Local Global

※グローバルな視点を持ちながら、ローカルな湖南市を舞台に新しい価値を創造する、若者のロールモデルとなるひと。カレッジ修了生を認定。

地域アクター 地域外アクター
【商工会、観光協会、工業会、国際協会 etc…】 【地域商社、SDGs先進企業、世界的企業 etc…】

市民（まちづくり団体） 教育 環境 農業 商業 工業 観光 福祉 国際

etc…

マイプロジェクト実行〔Studio〕活動成果報告・交流〔Fes〕学びと体験のリソース提供〔Seminar.Camp〕

Staff & Partner

協
働

協
働

持続可能なまちづくり活動を展開！大学生メンター・中高生呼込・ロールモデル育成
マイプロジェクト実行支援・グローカリスト支援

自分とまちの未来を探求
中高生＜応募＞

こなんSDGsカレッジ2023生

大学生メンター・市新採職員 ※グローカリスト

R4は約40名を輩出！【活動主体】

留学フェローシップ
【企画運営】

湖南市役所
【主催】

同支社大学
【連携】

Third Place

こなんSDGsカレッジ卒業生

アクター＆関係人口として活躍！
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企業様に求める部分

企業の皆さんの力が必要です！

【求める支援箇所】
・地域外アクターとして、先進的な取り組みなどの
学びと体験のリソース提供
・大学生メンター・中高生呼込・ロールモデル育成
・マイプロジェクト実行支援・グローカリスト支援
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石部駅周辺整備事業を実施しています－湖南市の西の玄関口が生まれ変わります－

・令和元年11月22日
石部駅周辺整備に係る道路整備の都市計画が
決定

・令和２年１月28日
都市計画事業認可を滋賀県より取得

・令和２年６月２３日
JR西日本と「石部駅改良に関する基本協定」
「石部駅南北線自由通路整備に関する基本
協定」を締結

・現在
駅舎のバリアフリー工事と南北に通じる自由
通路の整備を進めており、令和６年度末まで
に北側駅前広場とアクセス道路の完成を
目指しています

背景
北側駅前広場とアクセス道路
の完成

事業内容

募集額
５００，０００，０００円
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完成後は、引き続き南側駅前広場の整備や舗装
高質化、歴史広場整備、まちづくり形成団体
支援等、受け継いだ歴史文化が薫る伝統的景観
を継承し、やすらぎのある拠点づくりを目指し
ていきます。

※事業内容や時期は、関係機関との協議等により変更になる場合があります。

完成イメージ

南側

北側

全景

南側改札・待合室付近
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